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平塚市ホームレス自立支援施策の取組方針 

 

 

１ 取組等の経過と取組方針見直しの趣旨 

国は、都市公園、河川、道路、駅舎その他の施設を故なく起居の場所とし、日常生活を

営んでいる者をホームレスと定義し、その問題解決（※１）に資することを目的に、平成

１４年 8 月に「ホームレスの自立の支援等に関する特別措置法（以下、「特別措置法」と

いう。）」を施行し、１５年 7 月には、特別措置法第８条に規定する「ホームレスの自立

の支援等に関する基本方針（以下、「基本方針」という。）」を告示しました。基本方針は、

その後４回の見直しがされています。また、平成２７年４月施行の生活困窮者自立支援

法（以下、「困窮者支援法」という。）では、ホームレス自立支援施策は、困窮者支援法に

基づく事業として実施することとされました。 

神奈川県では、国の基本方針に基づき、特別措置法が策定を規定する「神奈川県ホーム

レスの自立の支援等に関する実施計画（以下、「実施計画」という。）」を平成１６年 8 月

に策定しました。実施計画は、その後４回の見直しがされています。  

本市では、平成１２年３月に「平塚市ホームレス対策連絡調整会議」を設置し、１３年

１０月からは、神奈川県と合同で巡回相談を実施し、１８年度以降は、月２回単独で巡回

相談を実施しています。平成２０年３月には、「平塚市ホームレス自立支援施策の取組方

針（以下、「取組方針」という。）」を策定し、その後３回の見直しをしています。また、

平成２７年４月から開始した生活困窮者自立相談支援事業は、ホームレス巡回を含めて

平塚市社会福祉協議会に委託しています。さらに、平成３１年度（令和元年度）からは困

窮者支援法に基づく「一時生活支援事業」を県内ＮＰＯ法人へ委託して実施しています。 

この度、国・県における施策の見直し、本市におけるこれまでの取組状況等も踏まえ、

ホームレス及びホームレスとなることを余儀なくされるおそれのある方（以下、「ホーム

レス等」という。）が健康で文化的な生活を送れるよう、本人の意思に配慮した自立に向

けた支援をさらに計画的に推進するため、本市の｢取組方針｣の見直しを行います。 

                                       

 

（※１）「ホームレスの自立の支援等に関する特別措置法」（抜粋） 

（目的） 

第一条 この法律は、自立の意思がありながらホームレスとなることを余儀なくされた者が多数存在し、

健康で文化的な生活を送ることができないでいるとともに、地域社会とのあつれきが生じつつある現

状にかんがみ、ホームレスの自立の支援、ホームレスとなることを防止するための生活上の支援等に

関し、国等の果たすべき責務を明らかにするとともに、ホームレスの人権に配慮し、かつ、地域社会

の理解と協力を得つつ、必要な施策を講ずることにより、ホームレスに関する問題の解決に資するこ

とを目的とする。 
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     《関係法、基本方針、実施計画、取組方針の施行・策定・見直し状況》     

特別措置法 国基本方針 県実施計画 市取組方針 困窮者支援法 

H14.8施行 H1５.７策定 H1６.８策定 H２０.３策定 H27.４施行 

 H2０.７見直し H2１.３見直し H2３.３見直し H30.１０改正 

H24.６延長（５年） H2５.７見直し H2６.３見直し H2７.３見直し  

H29.６延長（１０年） H3０.7 見直し H3１.３見直し R２.３見直し  

 R5.７見直し R６.３見直し R７.２見直し  

 

２ 取組方針の位置付けと取組期間 

  本取組方針は、ホームレスに関する課題の実情に応じた施策を実施するため、基本方

針及び実施計画に即して策定するものです。そのため、基本方針及び実施計画の期間を

踏まえ、本取組方針の期間を令和７年度から令和１１年度までの５年間とします。 

また、令和６年３月に策定した「第２期平塚市生活困窮者自立支援計画」では「巡回相

談等のホームレス自立支援」を「安心して地域で暮らす仕組みをつくる」施策として位置

付け、推進するものとしています。 

 

３ 平塚市の状況 

（１）平塚市の概況 

  平塚市は東京から約６０ｋｍ（ＪＲ東海道線で約 1 時間）、神奈川県のほぼ中央南部

に位置し、４市３町と接していることなどから、都心・近隣への移動が比較的容易であ

り、古くから商工業地・住宅地として発展してきました。市形は約４．８ｋｍの海岸線

から西北に広がる扇形で、大部分は相模川と金目川の下流域に発達した平野、それを取

り囲む台地や丘陵から形成されており、気候的にも四季温和な気候に恵まれていること

から、県内で６番目に多い人口を抱える都市となっています。 

  また、産業的には商・工・農業の均衡のとれた複合都市ですが、令和２年度の国勢調

査時において第２次産業（製造業、建設業等）に従事する方の割合が全国・神奈川県に

比べ高くなっていることから、商工業都市としての側面がやや強くみられます。 
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参考１ 全国、神奈川県、県内各市町村における産業別従事者数および割合 

   （令和２年度国勢調査結果（総務省 統計局ホームページより抜粋）） 

 
 

（２）平塚市におけるホームレスの状況 

ホームレスの数は全国的に減少傾向にあり、本市においても平成１９年１月実施のホ

ームレスの実態に関する全国調査（以下、「全国調査」という。）において１２２人が確認

されたのをピークに、令和６年１月実施の全国調査においては２１人が確認され、その

数はピーク時の６分の１近くにまで減少しています。 

  減少傾向にあるものの、神奈川県は全国の都道府県で３番目にホームレスが多く、平

塚市はその神奈川県内で３番目にホームレスが多い自治体となっていることから、全国

の中でも平塚市はとりわけ「ホームレスが多い地域」であるといえます。 

  ホームレスの高齢化や長期化といった全国的な傾向は平塚市でも同様に見られ、また、

その起居する場や形態は様々であることが確認出来ています。 
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参考２ 全国、神奈川県、平塚市のホームレス数推移（ホームレス全国調査公表数値より） 

 

 

参考３ 都道府県別のホームレス数（ホームレス全国調査公表数値より） 

 

平成３１年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

全国 3,992 3,824 3,448 3,065 2,820

神奈川県 719 687 536 454 420

平塚市 35 38 23 21 21
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参考４ 神奈川県内市町村別ホームレス数（ホームレス全国調査公表数値より） 
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４ これまでの取組の評価と見直しにおける課題 

  取組方針の見直しに当たっては、これまでの取組の評価を行うことでその後の方針に

反映させることとなります。そこで、令和５年度における本市の取組、各種統計等も踏

まえ評価及び今後の検討を行いました。 

（令和５年度の実施状況等のデータについては、「資料編」参照。） 

 

（１）これまでの取組の評価 

  本市では、ホームレス等に対し、定期巡回、窓口及び電話での相談を行うほか、風水

害後の状況確認や体調不良等の情報があった際には臨時巡回を行うことにより、本人の

生活実態や抱える様々な問題の把握に努めてきました。その上で、各種制度等に関する

情報提供を行い、それを活用することなどによる自立に向けた支援を、本人の意思を踏

まえて計画的に行ってきました。 

  また、平成２７年度に施行された困窮者支援法に基づき、住居確保給付金や一時生活

支援事業といった住まいに関する支援事業や、その他就労や家計に関する支援事業を行

うことで、新たにホームレスにならないための支援も行ってきました。 

  ホームレスの長期化や高齢化に伴う健康状態の悪化から、医療機関への受診・入院が

必要となった際にも、状況に応じて生活保護や緊急医療援護事業の実施などを行うとと

もに、医療機関と合同で巡回相談を行って身体的・精神的な健康状態を把握し、医療機

関が実施する無料低額診療事業を利用できるよう調整を行うことで受診の促進に努めて

きました。 

  なお、庁内外のホームレスが起居する場の施設管理者や市内の支援団体等とは個人情

報に配慮した上での意見交換や情報共有を行うことで、効果的な支援に向けた体制づく

りにも努めてきました。 

全国調査におけるホームレスの数は前回の取組方針見直し時（平成３１年度）の３５

人から直近（令和５年度）では２１人となり、１４人減少しました。このことのみでこれ

までの取組に効果があったという評価はできず、また、各取組はその効果が数字では表

れない内容も多くありますが、ホームレスの自立のほか、新たなホームレスの防止やホ

ームレスへの理解増進等様々な面で、各取組を行ったことによる一定程度の効果はあっ

たものと思われます。 

 

（２）取組方針見直しにおける課題 

  全国調査におけるホームレスの数は全国、神奈川県、平塚市とも減少傾向にあるもの

の、高齢化や長期化は一層進んでいる傾向にあります。 

  その形態は一定の場に起居する方以外に、移動しながら生活する方のほか、終夜営業

の店舗等で寝泊まりする等の不安定な居住環境にあり、路上と屋根のある場所とを行き

来している方の存在も想定されるなど様々です。起居する場についても公園や駅のほか、

海岸砂防林や河川敷など様々です。当然ながら、事情等の状況や意思についても各個人

で異なります。 

  年齢層が高くなるほど、現状を変える意思は低くなる傾向にあることが令和３年１１

月実施の全国調査からも分かっており、その結果として長期化すると、健康状態の悪化
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につながることから、福祉・医療関係機関と連携した様々なアプローチをする必要が生

じています。 

  また、形態や起居する場等の多様化については、全ての方に対して同じアプローチを

するのではなく、各個人の状況や意思を踏まえた最適な支援を行う必要があるため、生

活保護制度や生活困窮者自立支援制度による公的な支援を行うほか、支援団体、医療機

関や福祉施設等の関係機関と十分に連携をしながら、様々な社会的な支援を行うなど、

各個人に合わせた支援を行う必要があります。 

  また、ホームレスから脱却したものの、再びホームレスになる方もおり、生活保護な

どの制度活用後、または活用しない場合も、関係機関と一体となって、残る課題の解決

に向けた支援を継続的に行う必要があります。 

  このように、ホームレスに対する自立支援には多くの課題があり、行政のみで解決す

ることは困難であるため、市民、支援団体、医療機関、福祉施設等の関係機関と行政が

課題を共有し、それぞれが自らの課題として主体的に取り組むとともに、関係機関と行

政が連携することによる多角的な支援を行うことが重要になります。 

 

５ 取組方針の基本的考え方 

本市においては、ホームレス等が地域社会で健康で文化的な生活を送れるよう、各個

人の状況に応じた自立支援を、本人の意思に配慮しながら、行政、ホームレスに関わる団

体、関係機関等が連携し、多角的かつ継続的に行うことを目標とし、次の３つの基本的な

考え方に基づき支援を実施します。 

（１）人権擁護及び安全・安心な生活環境の確保 

（２）一人ひとりの多様な状況に応じた継続的な支援 

（３）ホームレス自立支援施策の推進体制の構築 

 

６ ホームレス自立支援のための個別施策 

（１）人権擁護及び安全・安心な生活環境の確保 

 ア 人権擁護 

  「平塚市人権施策推進指針」に基づき、学校教育や社会教育において、ホームレスの

人権に配慮した学習の機会等の充実に努めるとともに、人権に関する啓発資料を、学校

や社会教育施設等に配布する等、人権教育を積極的に推進します。 

  また、市民団体等からの依頼に基づき生活困窮者自立支援制度の説明を行う中で、ホ

ームレスの状況や課題についての理解増進に努めます。 

 

 イ 安全・安心 

  ホームレスに関係する事件や事故を防止するとともに、地域住民等の不安感を解消し、

ホームレスと地域住民相互の安全・安心を確保するため、ホームレスの起居する場を管

理する施設管理者や支援機関等と連携して巡回相談を実施し、ホームレスの生活状況等

の実態把握に努めます。 

  その上で、本人の意思を踏まえながら、各種制度に関する情報提供を行うことなどで、

生活の場を確保できるよう努めます。 
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  なお、脱却の意思がないホームレスに対しても、粘り強く巡回相談を実施し、顔の見

える関係を築くことで、実態や意思の変化を把握できるよう努めます。 

 

 ウ 自立後の生活における生活環境の確保 

  ホームレス等が、失った地域社会とのつながりを自立後の生活で再び取り戻すための

支援について、関係機関等と連携を図りその方策を検討した上で実施します。 

 

（２）一人ひとりの多様な状況に応じた継続的な支援 

 ア ホームレス等に関する相談 

  ホームレス等に対しては、経済的問題はもとより社会的問題や福祉的問題などの本人

を取り巻く状況を把握するため、自立相談支援事業による巡回・窓口・電話相談を行い

ます。ホームレス生活は、その期間が長期化するとホームレスからの脱却が難しくなる

ことから、早期の段階で巡回相談を行うように努めていますが、既にホームレス生活が

長期に及んでいる方に対しては、長期的視野に立った継続的な相談活動も行います。ま

た、ホームレスから脱却後の生活に課題が残る方についても必要に応じて継続的に相談

支援を行います。 

なお、支援に関する情報提供は日頃から広報、ホームページや SNS 等を活用して広く

行いますが、巡回相談時には直接チラシを配布するなど、支援を必要とする方に必要な

情報が確実に行き渡るよう努めます。 

 

(ア) 起居する場が把握できているホームレスについては、各施設管理者や支援団体等 

の関係機関と連携を図り、個人情報に配慮した上で情報を共有し、相談活動に当た

ります。 

(イ) 移動して生活するホームレスについても、起居する場が把握できているホームレス

と同様に、関係機関と情報を共有し、接触できる時間や場所の把握に努めた上で、相

談活動に当たります。 

(ウ) 終夜営業施設で寝泊まりする等の不安定な居住環境にあり、ホームレスになるおそ

れがある方については、営業施設側に理解、協力を求めながら実態把握に努め、対策

を講じた上で相談活動に当たります。 

 

 イ 生活保護の適正実施 

  生活保護の実施については、居住地がないことや、働ける能力があることのみをもっ

て生活保護の要件に欠けるものでないことを踏まえ、状況に即して健康で文化的な最低

限度の生活を保障するとともに、自立に向けて必要な保護を実施します。 

  また、居宅において日常生活を送ることが可能な方については、その実現に向け必要

な保護を実施するとともに、関係機関等と連携し、その方が再びホームレスになること

がないよう、居宅生活の継続、就労機会の確保等必要な支援を行います。 
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 ウ 医療の確保 

  ホームレス等が適切な医療が受けられるよう、医療機関等と連携を図るとともに、医

療をきっかけにした自立支援に努めます。 

  なお、ホームレスの健康状態については、自立相談支援機関で定期的に行う巡回相談

のほか、医療機関と合同で行う巡回相談で、その把握に努めます。 

 (ア) 緊急に外来医療を必要とする方には、緊急医療援護事業又は医療機関が実施する

無料低額診療事業を活用し、医療の確保を行います。 

    また、その結果継続的な治療又は入院が必要な方については、福祉・医療機関等

と連携を図り、その方の状況に応じ生活保護の適用等必要な支援を行います。 

 (イ) アルコール依存症等精神疾患を抱えている方、健康に関し不安がある方について

は、医療機関と連携して巡回相談を行い、疾患の早期発見に努めるとともに、適切

な受診の促進を図ります。 

 (ウ) 医療をきっかけとして自らの健康づくりの意識づけ、また、自立の意思が芽生える

よう、医療機関と連携し体制づくりに努めます。 

 

 エ 就労支援 

  ホームレス等が生活するための収入を確保できるよう、関係機関と連携して就労に向

けた支援をすることで、就労をきっかけにした自立支援に努めます。   

 (ア) ハローワーク等関係機関との連携を図り、就労先等の情報提供を行い、個別のニー

ズに対応した就労支援を行います。なお、一般就労を希望しない方についても、さ

まざまな就労形態を尊重し、可能な範囲の支援を行います。 

 (イ) 困窮者支援法に基づく住居確保給付金や生活保護制度活用の可能性のある方につ

いては、巡回・窓口・電話相談時に制度に関する情報提供及び活用の支援等を行い

ます。住居確保給付金においては、社会福祉協議会・ハローワーク・行政等関係機

関が連携し就労支援員等による就労支援を行います。また、生活保護においては、

自立支援プログラムにより就労支援員を活用した効果的な就労支援を行います。 

 (ウ) 就職活動を行うまでに至っていない状態の方に対しては、一般就労に従事する準

備としての基礎能力の形成を目的として、日常生活自立・社会的自立に関する支援

から、一般就労に向けた技法や知識の習得等を促すといった「生活困窮者就労準備

支援事業」、また、さまざまな事情から今すぐに一般企業等で働くことが難しい方に

対しては、訓練としての就労体験や支援付きの雇用を提供する「生活困窮者認定就

労訓練事業」を活用し、段階的に就労支援を行います。 

 

オ 安定した居宅の確保に向けた支援 

  個々の状況に応じた居宅を確保するとともに、安定した居宅生活の継続に向け必要な

支援を行います。 

 (ア) 住居確保給付金等の制度の活用について、就労状況等各個人の状況に応じて検討

及び案内し、自立した居宅生活を送れるよう支援します。 

 (イ) 居宅生活が困難な場合、関係機関等と連携し個別の意思やニーズを確認し、救護施

設、更生施設等の社会福祉施設や、女性相談所、無料低額宿泊施設、日常生活支援
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住居施設、民間シェルターの活用ができるよう支援します。 

 (ウ) 高齢のホームレスに対し、関係機関等と連携し個別のニーズに即した支援を行い、

ホームレスを含む低額所得者等、住宅確保要配慮者の入居を拒まない住宅（セーフ

ティネット住宅）の登録制度を活用し、安定した居宅生活を確保するとともに、必

要に応じ養護老人ホーム等の福祉施設入所を支援します。 

 (エ) 社会福祉施設等入所後に、各種福祉制度や雇用施策の利用、就労等一定の要件を満

たし、居宅入居契約が可能になった方に対し、安定した居宅生活を確保するととも

に、継続して地域生活が送れるように、民間支援団体とともに協力し、自立に向け

支援します。 

(オ) 住居を失った方、または終夜営業施設で寝泊まりする等で一定の住居を持たない生

活困窮者に対し、一時生活支援事業により、一定期間内に限り、宿泊場所の供与及び

衣類その他日常生活を営むために必要となる物資の貸与又は提供を行うことで、自

身で住居を確保し、自立するまでの間、ホームレス状態とならないよう支援します。 

 

カ 性別や性の多様性等に配慮した支援 

女性のホームレスについては、生活困窮者自立相談支援事業等による支援のほか、一

時生活支援事業の活用、また、必要に応じて庁内で女性保護事業を実施する部署と連携

した支援を行います。 

なお、個々の性的指向や性自認等の事情に配慮した支援についても、セクシュアルマ

イノリティの人権に配慮し、関係部署と連携して行うよう努めます。 

 

 キ 国籍等に配慮した支援 

  外国籍の方等で日本語が分からない方に対しては、タブレット端末による翻訳サービ

スを活用した相談を生活困窮者自立支援相談窓口で行っています。この他、外国籍市民

相談窓口においても相談者を生活困窮者自立支援相談窓口につなぐよう連携しており、

引き続き国籍等に配慮した支援を関係部署と連携して行うよう努めます。 

 

（３）ホームレス自立支援施策の推進体制の構築 

 ア 平塚市生活困窮者自立支援懇話会 

  平成３１年３月の第１期平塚市生活困窮者自立支援計画策定に伴い設置した「平塚市

生活困窮者自立支援懇話会」において、市内のホームレスに関わる団体、医療機関、ハ

ローワークやその他福祉施設等が、相互に情報や課題等について共有することで、ホー

ムレスを含む生活困窮者の包括的な自立支援を推進します。 

 

 イ 関係機関との連携 

  平塚市生活困窮者自立支援懇話会においてのみでなく、日頃の活動の中でも懇話会及

びその他の関係機関と情報や課題等について共有するなど連携を図ります。 
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７ 取組方針の進行管理 

効果的な施策の展開及び評価を行うため、庁内外関係機関との意見交換及び既存の推

進体制を活用します。施策及び自立支援に伴う課題の抽出や、検証及び協議等進行管理

については、下図のとおりです。 

 

図２ 施策及び自立支援における進行管理（イメージ） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表の見方）

実施及び新たな施策の展開

意思を確認し、状況を把握した上で）

・施策における課題の抽出

P（Plan：計画） D（Do：実施、実行） （進行管理）

・取り組み方針の策定・改定 ・自立支援に向けた各個別施策の

（施策における展開）

・（相談等により本人の自立に対する

は別の）支援策、制度の検討など おける本人の状況把握など

・本人に対する今後の自立に向けた

（自立支援における展開）各制度利用の検討、関係機関との調整 各制度案内、手続等の支援

など

A（Act：処置、改善） C（Check：点検・評価）

・評価よる課題の検証及び協議 ・施策を実績等に基づき評価する

・課題に基づく各事業の見直し

・状況把握した上でのさらなる（また ・制度活用時及び制度活用後に

・取組方針の策定・見直し 
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資料編 

１ 令和５年度巡回相談事業実績（ホームレス巡回相談データより） 

  令和５年度は、定期の巡回相談を２４回、臨時の巡回相談を７回行いました。うち夜

間の巡回も１回行い、３５人（延べ１２６人）のホームレスと面接しました。 

  なお、ホームレスの人数は１０人減少したことが確認できました。 

（１）巡回相談状況（延べ２６３人） 

 

 

 

 

日時 巡回種別等 面接件数 年齢30代 40代 50代 60代 70代～ 不明 不在件数 訪問件数

R5.4.14 定期巡回 6 0 0 1 1 3 1 6 12

R5.4.28 定期巡回
8 0 1 0 1 2 4 2 10

R5.5.12 定期巡回 6 0 0 2 0 4 0 3 9

R5.5.26 定期巡回 5 0 1 0 1 2 1 2 7

R5.6.14 定期巡回（医療機関同行） 4 0 0 0 0 3 1 6 10

R5.6.23 定期巡回 5 0 1 0 0 3 1 3 8

R5.7.14 定期巡回 4 0 0 0 0 2 2 4 8

R5.7.27 定期巡回 3 0 1 0 1 1 0 4 7

R5.8.10 定期巡回 4 0 0 0 0 3 1 4 8

R5.8.25 定期巡回 5 0 1 0 2 2 0 9 14

R5.9.15 定期巡回
5 0 0 0 0 4 1 4 9

R5.9.29 定期巡回
3 0 0 0 0 2 1 5 8

R5.10.13 定期巡回 4 0 1 0 0 3 0 4 8

R5.10.19 定期巡回（医療機関同行） 7 0 0 0 1 4 2 5 12

R5.11.6 定期巡回 9 0 1 0 2 3 3 6 15

R5.11.22 臨時巡回 0 0 0 0 0 0 0 5 5

R5.11.28 臨時巡回 1 0 0 0 1 0 0 1 2

R5.11.29 定期巡回 3 0 0 0 0 3 0 9 12

R5.12.1 臨時巡回 1 0 0 0 1 0 0 0 1

R5.12.2 臨時巡回
1 0 0 0 1 0 0 0 1

R5.12.5 臨時巡回
0 0 0 0 0 0 0 1 1

R5.12.7 臨時巡回 1 0 0 0 1 0 0 1 2

R5.12.8 臨時巡回 1 0 0 0 1 0 0 0 1

R5.12.8 定期巡回 5 0 1 0 1 2 1 9 14

R5.12.22 定期巡回（医療機関同行） 7 0 1 1 2 1 2 9 16

R6.1.12 定期巡回（夜間巡回） 5 0 0 0 2 0 3 0 5

R6.1.31 定期巡回
3 0 0 0 2 1 0 8 11

R6.2.9 定期巡回 6 0 0 1 1 3 1 6 12

R6.2.29 定期巡回（医療機関同行）
5 0 0 2 2 1 0 7 12

R6.3.8 定期巡回
5 0 1 0 1 1 2 5 10

R6.3.28 定期巡回 1 0 0 0 0 1 0 9 10

合　　計 126 0 10 7 25 54 30 137 263
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（２）年代及びエリア（面接数３５人） 

  計 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 80 代 不明 

砂防林 16   1 3 3 8  1 

道路          
河川敷 5      1  4 

公園 5   2  2  1  
平塚駅 3     1   2 

その他 6     1 1  4 

合計 35   3 3 7 10 1 11 

 

（３）減少したホームレスの内容（減少数１０人） 

（エリア別）       

エリア 人数 

砂防林 4 

河川敷 0 

公園 4 

道路 0 

駅舎 0 

その他 2 

合計 10 

 

（事由別） 

事由 人数 

生活保護受給 ７ 

自立（親族による扶養等を含む） 2 

連絡なく退去等で不明 １ 

死亡 0 

合計 １０ 

 

（行先別）       

行先 人数 

一般居宅（親族・知人宅等を含む） 3 

無料低額宿泊施設 4 

老人ホーム等保護施設 0 

医療機関入院 2 

連絡なく退去等で不明 1 

死亡 0 

合計 10 
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２ 令和３年度ホームレスの実態に関する全国調査（生活実態調査）の平塚市結果抜粋 

※調査内容の一部のみを回答した人を含む１３人分 

（１）ホームレスの期間 

１年未満 ０ 

１年以上３年未満 ０ 

３年以上５年未満 ０ 

５年以上８年未満 １ 

８年以上１０年未満 ０ 

１０年以上１５年未満 ６ 

１５年以上 ６ 

不明 ０ 

合計 １３ 

（２）収入を得るための手段 

建設日雇 ２ 

廃品回収（アルミ缶・ダンボール・粗大ごみ・本集め） ６ 

運輸日雇（運搬作業、引越し等） ０ 

その他雑業（看板持ち・チケットならび・雑誌の販売など） ０ 

その他 ０ 

なし ５ 

合計 １３ 

 （３）野宿理由（複数回答） 

倒産や失業 ２ 

仕事が減った ０ 

病気・けがや高齢で仕事ができなくなった １ 

労働環境が劣悪なため、仕事を辞めた ０ 

人間関係がうまくいかなくて、仕事を辞めた ２ 

上記５項目以外の理由で収入が減った ０ 

借金取立により家を出た １ 

アパート等の家賃が払えなくなった ２ 

契約期間満了で宿舎を出た ０ 

ホテル代、ドヤ代が払えなくなった ０ 

差し押さえによって立ち退きさせられた ０ 

病院や施設などから出た後行き先がなかった ０ 

家族との離別・死別 ３ 

家族関係悪化 １ 

飲酒、ギャンブル ０ 

その他 １（自由に移動したい） 

合計 １３ 
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 （４）居所の形態 

廃材やダンボール、ブルーシートによるテント又は小屋を常設 １１ 

ダンボール等を利用して寝場所を毎晩つくっている ０ 

簡単に敷物（寝袋・毛布等）を敷いて寝ている ０ 

寝場所はつくらない ０ 

その他 ２（車上生活１、橋の下１） 

合計 １３ 

 （５）－１ ホームレス以前の職業 

管理的職業従事者（会社・団体役員、工場長、支店長、管理

職など） 

０ 

専門的・技術的職業従事者（建築士、測量士、教師、公認会

計士、プログラマーなど） 

１ 

事務従事者（一般事務、経理事務など） １ 

販売従事者（小売、卸売店主、店員、勧誘員、外交員、営業な

ど） 

０ 

サービス職業従事者（理美容師、調理人、クリーニング工、ホ

テル従業員、バーテンダー、アパート管理人など） 

１ 

保安職業従事者（警察、自衛官、看守、消防員、警備員など） ０ 

農林漁業従事者（農業、漁業など） ０ 

生産工程従事者（プレス工、機械組立工、食品製造工、洋服

仕立工など） 

４ 

輸送、機械運転従事者（運転手、機関士など） ０ 

建設・採掘従事者（大工、とび、左官、畳職、配管工、電気工、

クレーン運転工、炭鉱夫など） 

２ 

運搬・清掃・包装等従事者（新聞配達、宅配便運転手、倉庫作

業、荷役作業、廃品回収、ビル・建物清掃、道路・公園清掃な

ど） 

０ 

その他 ０ 

職業なし ０ 

合計 ９ 

 （５）－２ その時の立場 

経営者・会社役員 １ 

自営・家族従業者 ０ 

常勤職員・従業員（正社員） ８ 

臨時・パート・アルバイト ０ 

日雇 ０ 

その他 ０ 

合計 ９ 
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 （６）－１ 今後の希望 

アパートに住み、就職して自活したい ０ 

寮付の仕事で自活したい ０ 

就職することはできないので何らかの福祉（生活保護や施設

入所等）を利用して生活したい 

１ 

アパートで福祉の支援を受けながら、軽い仕事をみつけたい １ 

入院したい ０ 

家族の元に戻りたい １ 

今のままでいい（路上（野宿）生活） ６ 

わからない １ 

その他 ３（年金生活１、家を持つ１、働く１） 

合計 １３ 

 

（６）－２ 「（６）－１今後の希望」で「今のままでいい」を選んだ理由 

アルミ缶、雑誌集めなどの都市雑業的な仕事があるので暮ら

していける 

２ 

今の場所になじんでいる ０ 

福祉の支援は受けたくない １ 

今後のことを考える余裕がない １ 

支援を受けられると思っていない ０ 

その他 ２（人間との関わりたくない１、動物と生活

したい１） 

合計 ６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


